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取り組んだ内容・得られた結果 今後の方向性 方向性を出した理由 

ご本人ニーズではなく、保護者の就労や事業所の空き状況の関係で

複数の事業所を利用しているケースが多々ある。その状況下におい

て、方針や流れ等が異なる事業所を併用することが果たして適切な

のか。基本的には一人の児童において一ヶ所の事業所でまとめた方

が良いのではないかという意見が出た。そのため放課後等デイサー

ビス事業所連絡会にて各事業所に状況を確認。9 割以上の事業所

が「併用は必要」との回答があった。理由としては一つの事業所にお

いて児童一人の利用を全て確保することは難しいこと、個別対応が

必要な児童を複数事業所で支援することで負担を軽減・分散できて

いること、など併用に対して複数の肯定的な意見が出された。それら

を考慮し、併用について現状のままで継続する形となる。 

 

□ 施策化 

 

□ ＷＧ化 

 

☑ 終結 

 

 

 

ご本人ニーズとして併用が必要かどうかを考える検討は必

須であるが、事業所が抱える負担や課題を考えると併用は

必要不可欠と感じる。そのため地域として現状のままでい

くことが先決だと感じ。今回の方向性を決定とした。 

 

取組んだ課題 

                 望まない放課後等デイサービス事業所の複数利用 


